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基山町ってホントに住みやすい町？
福岡県新宮町と比べてみました！

特
集

人口の推移は？

平成７年
令和５年
(８月末)

増減
高齢化率
(R5.4.1)

基山町 18,444人 17,558人 −886人 32.37％

新宮町 19,277人 33,295人 ＋14,018人 19.38％

平成７年は国勢調査人口 令和５年８月末は住民基本台帳より

新宮町は中心市街地整備事業により、大型商業施設を次々と設け、以降著しい人口増加を続けています。

町の面積は？

総土地面積

基山町 22.15㎢

新宮町 18.93㎢

新宮町では新宮中央駅前を中心に明快な

町づくりが繰り広げられ、バランスよく配

置された気持ちの良い空間が広がっていま

す。

基山町駅前では古い町並み（路地）を残

しつつ、味わいのある景観が保たれていま

す。今後、この景観を生かし、素敵なまち

づくりが行われるよう期待しています。

駅前の景観は？

子どもが病気になったら？

子どもの医療費
助成制度

小児専門医のいる
医療機関数

基山町 高校生まで無料 ０

新宮町 就学前まで無料 ３

基山町は医療費に対して手厚い助

成があるものの、町内に小児専門医

のいる医療機関がありません。

町内の先生方に小児医療を担って

いただいている状況です。

整備された新宮中央駅前広場

∼福岡都市圏までの距離や面積が近い町との比較を行いました∼
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基山町には町営の体育館やジム、武道場、総合

グラウンド、テニスコート、野球場等があり、さ

まざまなスポーツに気軽に接することができま

す。スポーツ施設の充実は素晴らしく、今後もス

ポーツによる健康増進や地域活性化が期待でき

ます。

新宮町は公共スポーツ施設が少なく住民から

の要望があり、今後の検討材料になっているよう

です。

健康増進の取り組みは？

新宮町は2010年のJR新宮中央駅開業に伴い、

IKEAを中心に大型の商業施設が次々とオープン

しました。住民だけでなく福岡市内や他県から

の買い物客で賑わっています。

基山町に大型商業施設はないものの、地域商店

が連携し住民の生活を支えています。しかし、衣

料品など町内で揃わないものもあり、近隣ショッ

ピングモール等へ行くために、車などの移動手段

が必要です。

買い物は？

新宮町では特色ある取り組みとして、教科横断

的な防災教育が行われています。

｢気が付けば防災意識を身に着けることができ

た」という素晴らしい取り組みを行っています。

基山中学校では総合的な学習の時間に「基山

学」に取り組み、地域の良さを学んでいます。

教育は？

基山町、新宮町とも福岡中心部および空港への

アクセスは大差ありませんが、九州一円への旅行

や出張は基山が便利！

福岡都心へのアクセスは？

基山町は、民間も行政もおもしろい仕掛けを断続的に繰り出していて、季節ごと

にイベントやお祭りを楽しめる町だと思います。佐賀だけど佐賀っぽくない。福岡

でもない。地元愛が強く、それが傲慢にはならず、優しさになっているのが、基山の

良いところです。

移住者と地元民、市街地と中山間地域といった異なる景色を持った人たちが、楽

しくつながっていける仕組みづくりを期待しています。

移住者の声（大阪府富田林市より移住 橋本高志さん）

昔から「住めば都」と言いますが、それぞれの町にも一長一短ありますね。

皆さんも、自分の町で小さな幸せを見つけてはいかがでしょうか。

今回、特集の編集にあたりご協力いただきました新宮町議員、職員の皆さまに心より感謝申し上げます。

最後に

我らが誇りの総合体育館

新宮東中学校防災教育の風景
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第
３
回
定
例
会

議
案
審
議

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
は
維
持
し
た
上
で
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
児
童
福
祉

と
の
一
体
的
な
提
供
に
向
け
、
保

健
セ
ン
タ
ー
内
に
﹁
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
﹂
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
連
携

強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

Ｑ

こ
こ
は
福
祉
避
難
所
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
務

室
を
一
階
に
移
動
し
た
場
合
支

障
は
な
い
の
で
す
か
。

Ａ

一
階
西
側
の
保
健
相
談

室
を
利
用
す
る
た
め
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
案

町
民
に
十
分
な
周
知
を

行
い
、
使
い
や
す
い
施
設
に
し
て

く
だ
さ
い
。

基
山
町
育
英
資
金
貸
付
金

貸
付
額
月
額
２
万
円
↓
４
万
円

償
還
期
間
10
年
↓
12
年

Ｑ

増
額
す
る
理
由
は
。

Ａ

理
工
系
な
ど
の
大
学
の

授
業
料
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
県
内
市
町
で
貸
付
資
金
を

運
用
し
て
い
る
８
町
の
う
ち
５

町
が
４
万
円
以
上
の
た
め
、
引
き

上
げ
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

提
案

今
回
の
改
正
内
容
を
中

高
生
や
保
護
者
に
さ
ら
な
る
周

知
を
図
り
、
申
請
者
の
増
加
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

通
学
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

フ
リ
ー
パ
ス
券
の
拡
充

１
万
８
０
０
０
円

Ｑ

利
用
の
判
断
基
準
は
。

Ａ

通
学
距
離
が
お
お
む
ね

３
㎞
を
超
え
る
児
童
︵
３

名
︶
で
す
。

提
案

支
給
対
象
児
童
の
判
断

は
各
地
区
の
登
校
班
も
あ
る
の

で
、
通
学
時
の
事
故
防
止
な
ど
安

全
確
保
も
含
め
十
分
配
慮
し
て

く
だ
さ
い
。

町
民
会
館
・
体
育
施
設

令
和
６
年
度
以
降
の
管
理
方
法

に
つ
い
て

Ｑ

今
後
の
管
理
方
法
は
。

Ａ

指
定
管
理
と
し
た
15
年

前
と
比
べ
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
勢
が
変
化
し
、
職
員
の
経
験
や

ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
さ
れ
て
い
ま

す
。
指
定
管
理
か
直
営
か
を
検

討
す
る
中
、
町
民
会
館
に
つ
い
て

は
直
営
が
総
合
的
に
有
利
に
対

応
で
き
る
と
判
断
。
直
営
方
式

で
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

提
案

自
主
事
業
の
企
画
実
施

や
、
運
営
の
方
向
性
の
明
確
化
、

ま
た
当
施
設
の
指
定
管
理
・
直
営

方
式
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
議
会
と
十
分
議
論
し
判
断
を

し
て
く
だ
さ
い
。

㊗
鳥
栖
工
業
高
等
学
校

⚾
甲
子
園
⚾
出
場

激
励
金
１
０
０
万
円

こども家庭センターを設置

総務文教常任委員会
審査・調査

の担当課

総務課・企画政策課・財政課・税務課

まちづくり課・出納室・教育学習課

◆ 業務体系図 ◆

健康増進課　 こども課　
健康増進係

母子保健係

・母子保健事業 ・子どもの医療費助成事業
・乳児家庭全戸訪問 ・児童福祉事業
・妊産婦指導・相談対応 ・児童手当業務

・ ・母子・父子福祉事業
・ ・ひとり親家族等医療費助成
・ ・要保護児童事務・病後児事業

みらい館係

こども家庭センター係

こども未来係

基山保育園

※こども家庭
センター係兼務

基山町こども家庭センター

全ての妊産婦と子ども・保護者に一体的な支援
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基
山
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正

コ
ン
ビ
二
等
に
設
置
さ
れ
て

い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、
現
在

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
け

で
な
く
、
そ
の
電
子
証
明
書
機
能

を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

︵
現
時
点
で
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の

み
︶
で
も
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
紛

失
し
た
時
や
、
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
に
残
る
情
報
の
安
全
対

策
は
大
丈
夫
で
す
か
。

Ａ

紛
失
し
た
時
は
、
ま
ず
警

察
に
届
け
て
い
た
だ
き
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
コ
ピ
ー
機
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
も
、
シ
ス
テ
ム
上

の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
案

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
印
鑑
登
録
証
明
書
取
得
の
際

の
、
情
報
漏
え
い
に
対
す
る
安
全

対
策
や
登
録
操
作
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
利
用
者
に
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。

さ
が
暮
ら
し
ス
タ
ー
ト
支
援
事

業
の
移
住
支
援
金

60
万
円

佐
賀
県
独
自
の
移
住
支
援
策

と
し
て
、
転
入
時
に
59
歳
以
下
の

人
が
県
外
か
ら
佐
賀
県
へ
移
住

す
る
場
合
、
単
身
者
は
60
万
円
、

世
帯
の
場
合
は
１
０
０
万
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

Ｑ

対
象
年
齢
が

59
歳
以
下
で

す
が
、
若
い
世
代
の

移
住
に
重
点
を
置
い

た
政
策
が
必
要
で
は

な
い
の
で
す
か
。

Ａ

制
定
当
初
の

年
齢
要
件
は

49
歳
以
下
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
地
域

の
担
い
手
不
足
の
解

消
と
幅
広
い
移
住
者

に
よ
る
活
躍
を
受
け

入
れ
る
た
め
に
、
市
町
等
か
ら
の

要
望
で
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

提
案

県
の
支
援
事
業
で
す
が
、

不
動
産
業
者
へ
の
情
報
提
供
や

広
報
、
基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
制
度
の
周
知
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
町
の
独
自
案
と
し

て
若
い
世
代
が
移
住
し
た
く
な

る
よ
う
な
魅
力
あ
る
支
援
事
業

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
整
備
工

事

１
８
７
５
万
円

保
健
セ
ン
タ
ー
二
階
の
健
康

増
進
係
を
一
階
へ
統
合
、
こ
ど
も

課
を
庁
舎
内
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
移
動
し
ま
す
。

Ｑ

健
康
増
進
課
が
配
置
さ

れ
る
予
定
の
研
修
室
１

は
、
こ
れ
ま
で
集
団
検
診
の
他
、

町
民
の
利
用
も
あ
っ
た
。
今
後

は
別
に
利
用
で
き
る
場
所
が
確

保
さ
れ
る
の
で
す
か
。

Ａ

利
用
場
所
の
検
討
と
利

用
者
へ
の
周
知
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

提
案

一
層
の
連
携
強
化
と
利
便

性
向
上
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
今
後
も
住
民
が
継
続
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・健康増進課・福祉課・こども課

産業振興課・定住促進課・建設課

登録操作は分かりやすい説明を

保健センター内の新たな配置図
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９月
定例会

７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費

な
ど
の
補
正
予
算

７
月
豪
雨
︵
７
／
７
～
10
︶
に
よ
る

道
路
・
農
地
な
ど
の
災
害
復
旧
費
の
追

加
を
行
い
ま
す
。
補
正
後
予
算
は
１
億

１
４
０
５
万
円
で
す
。

災
害
復
旧
費

(
道
路
・
農
地
等
)

6114万円

障
が
い
の
あ
る
児
童
な
ど
に
療
育
・

訓
練
を
実
施
す
る
事
業
所
に
対
す
る
給

付
費
の
追
加
を
行
い
ま
す
。
補
正
後
予

算
は
２
億
６
９
７
１
万
円
で
す
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
へ
の
給
付
費

1億759万円

調
整
池
に
溜
ま
っ
た
泥
を
取
り
除
き

ま
す
。

け
や
き
台
・
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
調
整
池
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

583万円

町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
Ｆ
コ
ー
ト
の

人
工
芝
を
張
り
替
え
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

張
り
替
え

500万円

基
山
中
学
校
体
育
館
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
倉
庫
扉
の
取
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

基
山
中
学
校
の
修
繕

284万円

役
場
西
側
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
テ
ン
ト
張
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

床
面
積
53
㎡
に
な
り
２
倍
以
上
の
広
さ

に
な
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
建
て
替
え

66万円

７月臨時会（７月12日）
������������������������

������������������������

先進的官民連携支援事業費の補正

基山町への移住・定住を促進する仕組みづくりの調査、検討を行います。

【調査内容】

・園部団地建て替え手法の検討

・民間事業者と連携した空家活用の仕組みづくりの検討

・高齢者向け専用住宅整備手法の検討

・町営住宅、空家活用、高齢者向け専用住宅の管理運営方法の検討を実施します。

〇全会一致で可決しました。

町道鎌浦１号線の被災状況

浚渫されていないニュータウン調整池

1089万円
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９月定例会（９月５日∼22日）

議 案 名 議 案 名

基山町課設置条例の一部改正について
専決処分の承認を求めることについて（令和５年度一般会
計補正予算（第５号））

基山町職員定数条例の一部改正について 令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

基山町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正につい
て

令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

基山町育英資金貸付基金の設置、管理及び処分に関する条
例の一部改正について

令和５年度下水道事業会計補正予算（第２号）

基山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部改正について

令和４年度一般会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい
て

令和４年度下水道事業会計決算の認定について

佐賀県市町総合事務組合規約の変更について

区 分 件 名 結 果

意
見
書

地方財政の充実・強化を求める意見書 採択(全員賛成)

保育所等保育施設の職員配置基準改善を求める意見書 採択(全員賛成)

健康保険証廃止の延期・撤回を求める意見書 不採択(賛成少数)

議長交際費執行状況表（令和５年度７月∼９月）

支出種別 支出金額(円) 支出の相手方および行事名等

賛助 5,000 ７／26 被爆78周年原水爆禁止世界大会

接遇 3,240 ８／９ 広報広聴常任委員会視察

合計件数(件) 合計額(円) 累計件数(件) 累計額(円)

2 8,240 4 17,613

意見書等の結果

全会一致で可決した議案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

工
藤

絵
美
子

水
田

志
保

中
牟
田

文
明

佐
々
木

敎
雄

中
村

絵
理

天
本

勉

松
石

健
児

大
久
保

由
美
子

末
次

明

桒
野

久
明

大
山

勝
代

松
石

信
男

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議 案 名

令和５年度一般会計補正予算（第６号）

令和４年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

賛否が分かれた議案 ○ 賛成 × 反対 欠 欠席 退 退席 除 除斥 議長は採決に加わりません

����������������������������

����������������������������

反対討論
予算全体に反対するわけではありません。亀の甲ため池水利組合に追加分担金が発生していますが、これ
は県が令和４年度に完了すべき工事が、設計業務などの遅れにより完了できなかったことが原因であるた
め、水利組合に支払い責任はないと考えます。

賛成討論
受益者への仮設費や資材費の増額に対する応分の分担金は必要なことであり、事前に受益者である水利組
合からも承諾を得ていました。また、当事業に関する理由だけで否決することは、他の予算執行を停滞させ
ることになると考えます。

＜令和５年度一般会計補正予算（第６号）について＞
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域
の
美
し
い
景
観
を
維
持
す
る
た
め
の

取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ

現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
。

Ａ

指
定
棚
田
地
域
の
７
集
落
で
行
っ

た
意
見
交
換
の
結
果
を
も
と
に
、
基
山

町
棚
田
地
域
振
興
協
議
会
の
設
立
に
向

け
て
活
動
計
画
︵
案
︶
を
作
成
し
ま
す
。

Ｑ

指
定
さ
れ
た
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ

活
用
で
き
る
国
・
県
の
中
山
間
地

域
等
の
施
策
が
増
加
し
、
事
業
に
よ
っ

て
は
要
件
緩
和
・
優
先
採
択
・
補
助
率

の
嵩
上
げ
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
活
動

計
画
に
具
体
的
な
目
標
や
取
り
組
み
を

盛
り
込
ん
だ
場
合
に
は
、
中
山
間
地
域

等
直
接
交
付
金
が
10
ａ
あ
た
り
１
万
円

加
算
さ
れ
、
地
区
で
の
活
動
拡
大
に
つ

な
が
り
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ

集
落
内
外
の
担
い
手
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
を
こ
れ
以
上
増

や
さ
な
い
取
り
組
み
や
、
イ
ノ
シ
シ
等

の
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
に
よ
り
棚
田
地

天あ
ま

本も
と

勉
つ
と
む

議
員

Ｑ

指
定
棚
田
地
域
の
活
動
計
画
策
定
を

Ａ

協
議
会
を
設
置
し
早
急
に
策
定
す
る

要
な
児
童
が
増
加
し
、
対
応
が
多
様
化

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

課
題
解
決
の
た
め
の
会
議
を
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

教
育
委
員
会
で
は
会
議
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
年
１
回
、
町
長
が
直
接

意
見
を
聞
く
場
を
も
う
け
て
い
ま
す
。

Ｑ

運
営
方
針
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
い
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
適
切
な
遊
び
お
よ
び
生

活
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

道
路
の
維
持
補
修
に
つ
い
て

要
望

住
民
の
方
か
ら
﹁
道
路
の
補
修

を
役
場
に
要
望
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
て
い
る
か
﹂
と
い
う
質
問
を

よ
く
受
け
ま
す
。
今
回
、
道
路
補
修
に

つ
い
て
質
問
し
、
補
修
情
報
を
迅
速
に

要
望
者
︵
区
長
等
︶
へ
報
告
す
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

Ｑ

支
援
員
の
配
置
基
準
は
。

Ａ

支
援
員
は
、
１
日
あ
た
り
の
児
童

数
が
平
均
35
人
以
下
で
２
人
以
上
、
36

人
以
上
で
３
人
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。
支
援
の
単
位
も
平
均
児
童
数
40
人

を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

運
営
上
の
課
題
は
何
で
す
か
。

Ａ

一
つ
は
、
支
援
員
の
確
保
が
難
し

い
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、
配
慮
が
必

Ｑ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
方
針
は

Ａ

待
機
児
童
無
し
、
質
の
高
い
保
育
確
保

中な
か

牟む

田た

文ふ
み

明あ
き

議
員

丸林中山間地域の棚田

基山小学校ひまわり教室
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Ｑ

地
域
移
行
す
る
背
景
と
概
要
は
。

Ａ

教
員
の
働
き
方
改
革
と
少
子
化
の

中
で
運
動
部
活
動
が
で
き
る
機
会
を
確

保
し
、
休
日
の
指
導
や
引
率
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
人
材
が
担
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Ｑ

地
域
移
行
の
利
点
と
課
題
は
。

Ａ

技
術
等
の
専
門
性
に
よ
る
指
導
を

受
け
る
利
点
と
、
種
目
に
よ
っ
て
は
指

導
者
の
確
保
が
課
題
と
考
え
ま
す
。

Ｑ

佐
賀
県
の
実
践
研
究
校
に
指
定
さ

て
生
徒
の
声
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ

生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
﹁
と
て

も
良
か
っ
た
﹂
と
あ
り
ま
し
た
。

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
の
補
助

拡
大
を

Ｑ

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
努
力

義
務
に
よ
り
、
全
国
的
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
用
補
助
が
増
え
て
い
ま
す
。
町

も
小
中
学
生
以
外
の
町
民
に
も
購
入
費

補
助
の
拡
大
を
提
案
し
ま
す
。

Ａ

他
の
市
町
を
参
考
に
検
討
し
ま
す
。

Ｑ

自
転
車
保
険
加
入
の
義
務
化
が
全

国
的
に
広
が
る
中
、
佐
賀
県
を
は
じ
め

10
道
県
が
努
力
義
務
で
す
。
加
入
義
務

の
促
進
が
急
が
れ
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。

Ａ

自
転
車
保
険
の
加
入
は
必
要
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
佐
賀
県
へ
保
険
加
入

の
義
務
付
け
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
と
は

Ａ

休
日
の
部
活
動
を
地
域
人
材
で
担
う

大お
お

久く

保ぼ

由ゆ

美み

子こ

議
員

表
を
お
願
い
で
き
ま
す
か
。

Ａ

現
在
長
期
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
作
成
に
取
り
か
か
り
、
公
表

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
に

つ
い
て

Ｑ

事
業
の
成
果
、
効
果
の
見
え
る
化

数
値
化
に
ど
う
取
り
組
み
ま
す
か
。

Ａ

視
聴
率
や
リ
ー
チ
数
、
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
者
数
な
ど
の
最
大
化
に
努
め
、

結
果
に
つ
い
て
は
随
時
公
表
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ

町
の
観
光
事
業
の
位
置
づ
け
、
将

来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
考
え
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

町
外
の
多
く
の
方
に
認
知
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
大
切
な
位
置
づ
け
で

す
。
点
在
す
る
地
域
資
源
の
売
り
出
し

と
、
来
訪
者
の
お
も
て
な
し
強
化
を
行

い
ま
す
。

Ｑ

Ｆ
コ
ー
ト
以
外
も
劣
化
が
進
ん
で

い
る
箇
所
が
多
々
あ
る
が
、
そ
の
対
応

は
ど
う
進
め
ま
す
か
。

Ａ

Ｅ
コ
ー
ト
も
全
面
改
修
後
10
年
を

経
過
の
た
め
、
部
分
補
修
を
含
め
検
討

し
て
い
ま
す
。
来
年
度
に
ベ
ン
チ
の
改

修
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

町
保
有
施
設
を
安
心
安
全
に
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
長
期
整
備
計
画
の
公

Ｑ

町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
は
い
つ
？

Ａ

Ｆ
コ
ー
ト
は
本
年
度
中
に
全
面
改
修
を
行
う

佐さ

々さ

木き

敎の
り

雄お

議
員

地域移行した卓球部

きれいなコートでのプレーが楽しみ
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Ｑ

限
ら
れ
た
職
員
数
、
労
働
時
間
の

中
で
、
職
員
の
負
担
増
大
は
。

Ａ

時
間
外
勤
務
が
多
い
職
員
に
対
し

て
は
課
内
で
協
力
し
、
業
務
量
に
応
じ

た
人
員
配
置
に
努
め
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
額
は
。

Ａ

過
去
５
年
の
最
高
は
約
12
億
円
で

令
和
４
年
度
は
約
８
・
７
億
円
で
す
。

Ｑ

返
礼
品
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
季
節

限
定
の
返
礼
品
紹
介
や
返
礼
品
送
付
時

の
お
礼
状
の
同
封
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

こ
の
制
度
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活

用
し
ま
す
か
。

Ａ

基
山
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
頂

い
た
寄
附
を
地
域
活
性
化
に
活
用
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ

職
員
の
有
給
休
暇
取
得
状
況
は
。

Ａ

令
和
４
年
度
実
績
は
、
有
給
休
暇

は
平
均
９
日
、
育
児
休
業
・
産
後
休
暇

取
得
者
は
４
人
で
す
。

Ｑ

令
和
４
年
の
職
員
、
管
理
職
の
時

間
外
勤
務
の
状
況
は
。

Ａ

職
員
は
、
１
人
ひ
と
月
あ
た
り
約

15
時
間
、
管
理
職
は
管
理
対
象
外
で
す
。

管
理
職
の
振
替
休
日
及
び
代
休
は
１
人

あ
た
り
11
日
で
す
。

水み
ず

田た

志し

保ほ

議
員

Ｑ

町
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

Ａ

業
務
量
に
応
じ
た
人
員
配
置
に
努
め
る

Ｑ

町
長
が
思
い
描
く
今
後
の
基
山
町

地
球
温
暖
化
対
策
は
。

Ａ

公
共
施
設
は
太
陽
光
発
電
の
設
置

や
蓄
電
池
を
利
用
し
た
電
力
使
用
量
の

低
減
。
家
庭
は
太
陽
光
、
省
エ
ネ
、
電

気
自
動
車
の
上
手
な
組
み
合
わ
せ
や
生

ご
み
の
再
活
用
。
産
業
で
は
燃
油
削

減
、
下
水
、
廃
棄
物
の
問
題
を
事
業
者

と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

Ｑ

今
後
、
町
民
に
対
す
る
エ
コ
住
宅
、

太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
の
導
入
、

エ
コ
カ
ー
な
ど
の
国
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

の
周
知
。
そ
の
補
助
に
対
す
る
町
独
自

の
上
乗
せ
補
助
を
検
討
す
る
よ
う
で
す

が
、
い
つ
頃
実
現
し
ま
す
か
。

Ａ

新
年
度
に
間
に
合
う
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
く

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

地
球
温
暖
化
対
策
は
大
規
模
な
取

り
組
み
で
す
。
担
当
課
だ
け
の
対
応
は

無
理
。
業
務
量
を
他
の
課
に
分
散
、
も

し
く
は
担
当
課
を
増
設
す
る
な
ど
何
か

手
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ

職
員
配
置
な
ど
は
全
体
を
見
な
が

ら
や
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
信
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

町
の
地
球
温
暖
化
対
策
は
？

Ａ

太
陽
光
発
電
な
ど
の
推
進
を
図
る

中な
か

村む
ら

絵え

理り

議
員

役場庁舎

資源回収は重要な温暖化対策
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の
多
く
の
時
間
を
コ
ロ
ナ
対
応
に
費
や

し
ま
し
た
。
本
来
や
り
た
か
っ
た
保
育

園
跡
地
開
発
、
基
山
中
学
校
体
育
館
の

建
て
替
え
、
若
基
小
学
校
大
規
模
改
修
、

基
山
駅
東
側
開
発
、
新
葬
祭
公
園
、
新

町
道
整
備
等
を
進
め
た
い
か
ら
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
来
年
開
催
さ
れ
る
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
卓
球
大
会
を
実
現
さ

せ
た
い
か
ら
で
す
。

Ｑ

公
約
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
も
の

は
何
で
す
か
。

Ａ

塚
原
長
谷
川
線
の
整
備
と
、
農
産

加
工
場
の
新
設
で
す
。
十
分
で
な
い
の

は
、
若
基
小
学
校
大
規
模
改
修
と
ふ
る

さ
と
納
税
の
充
実
で
す
。

魅
力
あ
る
宅
地
の
開
発
を

Ｑ

地
区
計
画
等
の
宅
地
開
発
で
、
緑

地
の
比
率
を
増
や
せ
ま
せ
ん
か
。

Ａ

個
別
の
地
区
計
画
で
、
町
民
の
要

望
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

町
長
選
挙
の
意
思
表
明

Ｑ

来
年
２
月
に
執
行
さ
れ
る
町
長
選

挙
に
は
立
候
補
し
ま
す
か
。

Ａ

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

立
候
補
の
理
由
は
何
で
す
か
。

Ａ

二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
２
期
目

Ｑ

３
期
目
は
立
候
補
し
ま
す
か

Ａ

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

松ま
つ

石い
し

健け
ん

児じ

議
員

Ｑ

中
山
間
地
域
の
最
近
５
年
間
の
人

口
推
移
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

Ａ

２
・
４
・
６
区
全
体
で
１
２
８
人

減
少
し
、
生
産
年
齢
層
の
方
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
区
で
58
・
23
・
37
人
減
少
し
て

い
ま
す
。

Ｑ

こ
の
地
域
の
過
疎
化
は
ど
の
よ
う

に
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

宅
地
開
発
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
制
限
が
あ
る
た
め
、
関
係
者
に
向
け

た
地
区
計
画
や
50
戸
連
た
ん
制
度
の
説

明
会
を
実
施
し
、
個
別
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
年
層
の
人
口
流

出
防
止
対
策
は
、
働
く
場
の
確
保
や
、

雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
を
役
場
の
無
料
職
業

紹
介
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

活
性
化
策
に
つ
い
て
の
お
考
え
を

説
明
く
だ
さ
い
。

Ａ

地
元
の
了
解
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば

移
住
希
望
者
も
多
い
の
で
マ
ッ
チ
ン

グ
・
利
活
用
な
ど
行
い
、
促
進
す
る
仕

組
み
を
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

け
や
き
台
団
地
の
空
家
解
消
促
進

の
た
め
の
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

な
る
べ
く
早
く
代
替
わ
り
が
進
む

よ
う
、
空
家
の
利
活
用
や
住
み
替
え
制

度
の
検
討
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

Ｑ

中
山
間
地
域
集
落
の
活
性
化
は

Ａ

空
家
の
利
活
用
、
用
途
変
更
で
再
生

桒く
わ

野の

久ひ
さ

明あ
き

議
員

町長選挙の行方はいかに（松田一也氏）

門前町小松地区の集落
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転
し
た
く
な
い
﹂
と
言
わ
れ
る
方
に
対

し
て
は
、
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ

強
制
退
去
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
個

別
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
一
教
室
の

人
数
が
多
い
。
﹁
ひ
ま
わ
り
Ａ
～
Ｄ
教

室
﹂﹁
コ
ス
モ
ス
教
室
﹂
は
そ
れ
ぞ
れ
来

年
も
希
望
者
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
現
在
、
子
ど
も
も
支
援
員

さ
ん
も
ス
ト
レ
ス
な
く
快
い
空
間
で
過

ご
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
一
教
室

の
人
数
を
減
ら
す
な
ど
改
善
し
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

Ａ

今
年
度
基
山
小
学
校
は
西
側
に
校

舎
の
増
設
を
予
定
を
し
て
お
り
、
﹁
ひ

ま
わ
り
五
教
室
目
﹂
と
し
て
二
階
の
一

室
を
考
え
て
い
ま
す
。
﹁
コ
ス
モ
ス
教

室
﹂
は
Ａ
教
室
の
人
数
が
多
い
の
で
、

隣
接
す
る
Ｃ
教
室
の
使
用
を
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

老
朽
化
し
た
園
部
団
地
建
て
替
え

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

令
和
５
年
度
基
本
計
画
策
定
。
６

年
度
か
ら
７
年
度
基
本
設
計
・
実
施
設

計
業
務
委
託
。
８
年
度
か
ら
９
年
度
で

建
て
替
え
工
事
を
行
い
ま
す
。

Ｑ

現
在
園
部
団
地
に
住
ん
で
い
る
方

は
36
世
帯
。
そ
の
う
ち
﹁
こ
こ
か
ら
移

大お
お

山や
ま

勝か
つ

代よ

議
員

Ｑ

移
転
し
た
く
な
い
方
へ
の
対
応
は

Ａ

強
制
退
去
を
す
る
つ
も
り
は
な
い

代
や
エ
ア
コ
ン
設
置
へ
の
補
助
を
。

Ａ

電
気
料
金
の
負
担
軽
減
、
エ
ア
コ

ン
購
入
補
助
の
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ

公
共
施
設
や
公
民
館
で
の
熱
中
症

予
防
の
避
難
所
開
設
が
で
き
ま
せ
ん

か
。

Ａ

公
共
施
設
や
公
民
館
を
活
用
し
た

熱
中
症
対
策
も
、
来
年
夏
ま
で
に
検
討

し
ま
す
。

Ｑ

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

は
、
全
国
30
の
都
道
府
県
が
現
物
給
付

︵
窓
口
負
担
無
料
化
︶
で
実
施
で
す
が

県
の
対
応
は
。
ま
た
、
基
山
町
単
独
で

実
施
の
検
討
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ

実
施
し
た
場
合
、
国
の
罰
則
が
佐

賀
県
で
５
億
８
千
万
円
、
基
山
町
は
１

１
０
０
万
円
の
国
庫
負
担
減
額
が
ネ
ッ

ク
で
す
が
、
全
国
で
単
独
の
実
施
自
治

体
を
調
べ
、
本
気
で
突
き
進
ま
な
い
と

実
施
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ

役
場
と
民
間
企
業
の
障
が
い
者
法

定
雇
用
率
は
確
保
で
き
て
い
ま
す
か
。

Ａ

役
場
で
は
令
和
８
年
度
か
ら
３
％

と
な
る
の
で
、
現
在
の
５
名
を
来
年
度

１
名
増
や
し
ま
す
。
町
内
10
社
の
民
間

企
業
は
３
．
８
％
で
基
準
を
満
た
し
て

い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
購
入
補
助
は

Ｑ

今
年
の
夏
は
猛
暑
日
が
過
去
最

高
。
町
民
の
命
を
守
る
た
め
に
、
電
気

Ｑ

障
害
者
医
療
費

現
物
支
給
を

Ａ

実
施
自
治
体
の
例
を
調
べ
る

松ま
つ

石い
し

信の
ぶ

男お

議
員

園部団地全景

熱中症予防で必要なエアコン
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た
か
。

Ａ

国
の
調
査
で
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ

病
後
児
保
育
の
対
象
基
準
の
明
確

化
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

受
入
れ
る
側
の
問
題
も
あ
り
ま
す

の
で
、
久
留
米
大
学
に
も
相
談
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

提
案

病
後
児
保
育
室
の
空
き
を
活
用

し
て
、
育
児
者
の
休
息
等
の
た
め
に
子

ど
も
の
一
時
預
か
り
を
す
る
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

Ａ

検
討
し
ま
す
。

要
望

利
用
し
や
す
い
病
後
児
保
育
と

な
る
よ
う
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
今
何
が
必
要
な
の
か
、
何
が
で
き

る
の
か
を
見
極
め
て
、
住
民
満
足
度
の

高
い
支
援
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

病
後
児
保
育
施
設
の
建
設
費
用
は

ど
れ
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
か
。

Ａ

お
よ
そ
３
５
０
０
万
円
で
す
。

Ｑ

今
年
度
の
利
用
実
績
は
何
件
で
す

か
。

Ａ

１
件
で
す
。

Ｑ

病
後
児
保
育
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
は
行
わ
れ
ま
し

Ｑ

病
後
児
保
育
室
の
有
効
活
用
を

Ａ

事
業
内
容
も
合
わ
せ
検
討
す
る

工く

藤ど
う

絵え

美み

子こ

議
員

維
持
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

Ｑ

空
家
解
消
の
た
め
、
民
間
業
者
と

基
山
町
の
連
携
は
取
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

空
家
に
関
し
て
は
民
間
業
者
と
情

報
交
換
は
今
ま
で
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
空
家
に
つ
い
て
町
内
業
者
と

連
携
し
た
利
活
用
促
進
や
、
移
住
支
援

を
行
う
仕
組
み
の
構
築
を
考
え
て
い
ま

す
。

音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

Ｑ

町
長
は
令
和
５
年
度
基
山
町
施
政

運
営
方
針
の
中
で
、
第
一
の
柱
と
し
て

音
楽
の
あ
る
幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
音
楽
愛
好
家
の
声
を
聴

く
態
勢
は
取
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

音
楽
愛
好
家
だ
け
で
な
く
町
民
の

声
は
大
切
な
の
で
、
常
に
担
当
課
で
聴

く
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
気
軽
に
演

奏
し
音
楽
を
楽
し
む
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
も
協
議
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

中
山
間
地
域
の
農
業
の
衰
退
と
人

口
減
少
は
比
例
し
て
い
ま
す
。
自
然
豊

か
で
好
立
地
の
基
山
町
の
空
家
を
利
用

し
て
中
山
間
地
域
の
定
住
促
進
と
農
業

の
再
生
に
繋
げ
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

Ａ

中
山
間
地
域
へ
移
住
を
希
望
さ
れ

る
方
は
多
い
。
空
家
の
利
用
促
進
や
50

戸
連
た
ん
制
度
の
活
用
、
既
存
住
宅
を

活
用
し
た
施
設
へ
の
用
途
変
更
で
集
落

Ｑ

空
家
の
現
状
認
識
は
？

Ａ

１
７
８
件
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
利
用
可
能

末す
え

次つ
ぐ

明
あ
き
ら

議
員

元気に育て未来のタカラ

放置された広い空家
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歳入総額90億487万円・歳出総額87億1796万円

歳入・歳出差引額（形式収支額）は、2億8691万円の黒字です。翌年度に繰り越すべき財源

（繰越明許費等）544万円を差し引いた実質収支は、2億8147万円になります。

また、町債残高63億5449万円、基金残高36億3335万円となり、自主財源構成比は、51.9％

（前年度46.6％）です。

歳 入 歳 出 差 引 額

国 民 健 康 保 険 21億75万円 20億1457万円 8618万円

後 期 高 齢 者 医 療 ２億9075万円 ２億8991万円 84万円

令和４年度 特別会計決算・下水道事業会計決算

●町民一人当たりにかかったお金（一般会計） 49万7714円
人口 17,516人で計算（令和5年3月31日現在）

収 益 費 用 純 利 益

下 水 道 事 業 会 計 ４億8261万円 ４億1354万円 6907万円

民 生 費

16万5550円

児童、高齢者、障が

い者の福祉の推進等

公 債 費

3万3917円

これまでの施設整備

等で借りたお金の返

済分と支払利子の合

計

総 務 費

12万6283円

総務管理、財産管理、

地域振興、税務事務

等

衛 生 費

4万3270円

ゴミ、し尿の処理や

健康増進事業等

土 木 費

2万8282円

道路、公園、公営住

宅の整備等

災害復旧費

7120円

自然災害等で破損し

た道路や河川、公園

などの「公共土木施

設」の復旧等

議 会 費

5472円

議会運営や議員報酬

等

そ の 他

2万2955円

消防費、その他の支

出

教 育 費

3万9150円

学校の管理運営や施

設整備、生涯学習の

推進等

農林商工費

2万5715円

農業、林業、商工、畜

産業等の振興

令和４年度一般会計決算
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代
表
監
査
委
員

太
田

博
史

監
査
委
員

中
村

絵
理

◎
町
の
財
政
運
営
状
況

一
般
会
計
は
、
歳
入
90
億
５
百
万
円
、
歳
出
が

87
億
18
百
万
円
。
＊

実
質
収
支
は
２
億
81
百
万
円

の
黒
字
で
す
。

ま
ず
、
町
民
税
や
固
定
資
産
税
が
大
き
な
増
収

と
な
り
、
移
住
・
定
住
の
促
進
と
企
業
誘
致
施
策

の
効
果
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
、
基
金
積
立
金
や
町
債
残
高
な
ど
を
含

め
て
見
て
み
る
と
、
今
の
基
山
町
は
＊

類
似
団
体

に
比
べ
て
、
貯
金
は
少
な
い
が
、
借
金
は
そ
れ
以

上
に
少
な
い
町
と
言
え
ま
す
。
財
政
運
営
は
健

全
に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

町
税
や
寄
附
金
な
ど
の
自
主
財
源
の
確
保
は

財
政
運
営
の
安
定
性
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
も
、
さ
ら
な
る
増
収
に
向
け
て
創
意
工
夫

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
基
金
積
立
金
の
状
況

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
９
億
43
百
万
円
。

昨
年
度
よ
り
１
億
40
百
万
円
の
増
で
す
。

こ
の
基
金
は
、
﹁
年
度
間
の
歳
入
歳
出
の
変
動

に
備
え
る
貯
金
﹂
と
﹁
自
然
災
害
や
感
染
症
対
策

な
ど
の
緊
急
で
多
額
な
支
出
に
備
え
る
貯
金
﹂
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
減
債
基
金
は
昨
年
度
と
同
額
の
１

億
百
万
円
で
す
。
こ
の
目
的
は
﹁
町
債
の
償
還
財

源
が
不
足
す
る
場
合
や
繰
上
償
還
を
行
う
た
め

の
財
源
﹂
と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。
今
後

の
繰
上
償
還
の
有
無
を
考
慮
し
て
基
金
の
積
立

を
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
は
令
和
２
年

度
か
ら
10
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
い
か
に
地
方
創
生
に
結
び
つ
け
る
か

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

◎
町
債
残
高
と
償
還
金
利
子

町
債
残
高
は
63
億
54
百
万
円
。
昨
年
度
よ
り

３
億
82
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

今
後
、
緊
急
度
・
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
た
事
業
の
選
択
、
ま
た
、
新
規
発
行
は
交
付
税

措
置
が
あ
る
も
の
に
限
定
す
る
な
ど
、
町
債
の
抑

制
に
さ
ら
に
努
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◎
特
別
会
計
の
状
況

国
民
健
康
特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
も
あ
り
黒
字
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
は
、
保
険
税
の
収
入

︵
３
億
81
百
万
円
︶
を
大
幅
に
上
回
る
保
険
給
付

費
︵
14
億
28
百
万
円
︶
を
負
担
し
て
お
り
、
毎
年
、

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
り
入
れ
を
し
て
い
ま

す
。
保
険
税
の
滞
納
額
も
増
加
傾
向
で
す
。

保
険
税
収
入
は
最
も
主
要
な
財
源
で
す
。

保
険
者
間
の
公
平
性
の
確
保
と
、
こ
の
事
業
の

財
政
健
全
化
を
図
る
た
め
に
も
、
収
納
率
の
向
上

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

今
後
、
障
害
者
福
祉
や
保
育
対
策
費
で
の
扶
助

費
、
医
療
費
、
町
有
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持

管
理
費
の
増
加
に
伴
い
、
財
政
負
担
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
、
健
全
な
財
政
運
営
を
確
立

す
る
た
め
に
は
安
定
し
た
税
財
源
の
確
保
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
固
定
資
産
税
や
町
民
税
の
継
続
的
な
増

収
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
移
住
定
住
の
促
進
、

企
業
誘
致
の
推
進
、
地
場
の
産
業
・
農
業
の
育
成

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

＊
実
質
収
支
＝
(
翌
年
度
に
繰
越
す
べ
き
財
源
を
差

し
引
い
た
額
︶

＊
類
似
団
体
＝
(
規
模
や
性
質
な
ど
が
似
通
っ
て
い

る
市
町
村
を
一
定
の
類
型
に
従
い
、

分
け
た
も
の
︶

令和４年度の決算審査意見書
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令和４年度の計画や活動の結果について

アダプト・プログラム

（143万9千円）

これは、公共の場所（道路・水路・公園）を養子に
見立て、住民などが里親となって、ゴミ拾いや
除草作業を行い、その活動に対し、町が
清掃道具の提供や保険加入などの支援を
行う事業です。（里親登録数 940名）

町の説明

草刈りや、里道・普通
河川・水路・ため池など

の法定外公共物の
管理について、

何か取り決めなどは
ありますか？

議会の質問

住民の高齢化に伴い、従来、行っている河川
清掃や法面管理などは困難を来たしています。
町として機材の充実などを考えてください。

議会の提案

基山町は、今後、町で取り入れることができる
再生可能なエネルギーを探すため、業者を選定、

その調査を委託していました。

町の説明

再生可能エネルギー導入検討業務委託料（951万5千円）

すでに太陽光発電が整備された町立図書館

太陽光発電設備とバイオマス
(生ごみなど)施設の可能性があります。
今後は、太陽光発電を整備できる

公共施設などを明確にし、調査・基本設計
業務に取り組んでいきます。

町の回答

今後、それぞれの
担当課で協議したいと
考えています。

町の回答

この事業の必要性を保護者に理解してもらい、
検査結果などの個人情報については、

守秘義務を必ず守ること。
また、町の情報管理を徹底してください。

議会の提案

調査
結果は？

議会の質問

調査結果の早期提出と
国の交付金があればそれを活用し、
住民の太陽光発電の設置については

町の補助を行ってください。

議会の提案

決算特別委員会で審査をした主な内容

小学校に通う準備として、４歳児を対象に
個々の得意なこと、苦手なことの調査を行い、
苦手な部分などへの支援をする取り組みです。
同意を得た親子に対して、追加検査や個別相談
を行い、就学に向けた具体的な支援につなげる

町独自の事業です。

町の説明

フォローアップ支援事業委託料
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者

が
働
い
て
い
る
等
に
よ
り
、
昼
間
家

に
い
な
い
小
学
児
童
が
授
業
の
終

了
後
に
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場

と
し
て
利
用
す
る
場
所
で
す
。

ひ
ま
わ
り
教
室
︵
基
山
小
学
校
︶

の
定
員
は
２
０
０
名
で
、
四
教
室
を

支
援
員
12
名
︵
登
録
21
名
︶
。
コ
ス

モ
ス
教
室
︵
若
基
小
学
校
︶
の
定
員

は
80
名
で
、
通
常
一
教
室
を
支
援
員

３
名
︵
登
録
６
名
︶
で
運
営
し
て
い

ま
す
。

利
用
料
は
、
他
市
町
よ
り
低
く
設

定
し
て
お
り
、
生
活
保
護
世
帯
の
み

を
減
免
し
て
い
ま
す
。

男
子
ト
イ
レ
の
早
急
な
改
修

と
支
援
員
の
負
担
軽
減
を

ひ
ま
わ
り
教
室
二
階
の
男
子
ト

イ
レ
は
児
童
が
使
用
に
不
便
を
感

じ
て
お
り
、
安
心
し
て
使
え
る
よ
う

に
、
早
急
な
改
修
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

︵
早
速
９
月
補
正
予
算
で
計
上
︶

支
援
員
の
数
は
、
数
字
の
上
で
は

国
や
県
の
基
準
は
満
た
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
状
は
子
ど
も
た
ち

が
過
密
な
状
況
に
あ
り
、
最
近
は
配

慮
が
必
要
な
児
童
が
増
加
し
て
お

り
、
支
援
員
の
心
身
の
負
担
が
増
え

て
い
ま
す
。

当
委
員
会
と
し
て
は
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
も
、

ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
は
支
援
員
の
確
保
を
含

め
、
対
象
学
年
の
見
直
し
や
一
教
室

の
人
数
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
提
案
し
ま
し
た
。

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営

状
況
を
調
査

き
や
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

平
成
12
年
４
月
の
民
間
の
路
線
バ

ス
廃
止
に
伴
い
、
同
年
10
月
に
循
環

バ
ス
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平

成
26
年
７
月
か
ら
公
共
交
通
と
し

て
現
在
の
形
で
あ
る
１
号
車
・
２
号

車
の
巡
回
に
変
更
。
本
年
度
10
月

か
ら
は
、
よ
り
利
便
性
を
高
め
、
ダ

イ
ヤ
の
変
更
や
停
留
所
の
増
設
を

行
い
ま
し
た
。

町
の
補
助
事
業
が
有
効
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
し
た

乗
車
体
験
で
は
、
運
行
中
、
け
や

き
台
で
町
民
３
人
が
乗
車
さ
れ
、
そ

の
方
々
に
乗
車
理
由
を
尋
ね
る
と
、

男
性
１
人
は
運
転
免
許
証
自
主
返

納
に
よ
る
証
明
書
を
提
示
し
て
無

料
で
病
院
へ
。
他
の
女
性
２
人
は

毎
週
の
買
い
物
に
バ
ス
を
利
用
さ

れ
、
運
賃
は
回
数
券
で
支
払
い
、
き

の
く
に
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
も
取

得
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、

町
の
補
助
事
業
が
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

暑
さ
対
策
へ
の
配
慮
と
デ
マ

ン
ド
型
交
通
の
導
入
を

各
バ
ス
停
で
の
暑
さ
対
策
が
で

き
な
い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
主
要
な

バ
ス
停
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
道
路

管
理
者
と
の
協
議
や
他
市
町
の
バ

ス
停
の
環
境
を
参
考
に
検
討
し
ま

す
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

当
委
員
会
と
し
て
は
、
さ
ら
な
る

利
便
性
向
上
と
、
中
山
間
地
域
の
高

齢
者
を
は
じ
め
、
町
民
の
移
動
手
段

と
し
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
デ
マ

ン
ド
型
交
通
の
導
入
に
向
け
た
実

証
実
験
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う

に
提
案
し
ま
し
た
。

子どもたちでにぎわうひまわり教室

もっと活用してほしいコミュニティバス

所 管 事 務 調 査
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前
回
の
﹁
A
B
B
E
Y

R
O
A
D
﹂
に

続
き
﹁
赤
盤
﹂
風
に
表
紙
を
飾
る
と

は
編
集
担
当
者
に
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ

好
き
が
多
い
み
た
い
で
す
。
︵
私
も

そ
の
一
人
︶

｢
赤
盤
﹂
は
初
期
の
成
長
の
証
で

す
。
私
た
ち
議
員
も
努
力
し
成
長

し
、
町
民
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
。

今
後
も
手
に
取
り
や
す
く
、
読
み

や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
﹁
議
会
だ

よ
り
﹂
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。

︵
佐
々
木
敎
雄
︶
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第11回

町
議
会
と
語
ろ
う
会
の
お
知
ら
せ

1DAY 11月21日（火）14：00∼16：00

｢女性だけの、女性による、女性のためのスペシャルDAY」
（この日は、女性議員５名が皆さんと真剣に向き合います）

◎女性ならではの問題や課題を声に出してみませんか。

◎女性からみた住みやすい町、住み続けたい町、とはどんな町？

※お子さんの同伴も可

2DAY 11月22日（水）16：00∼18：00

｢基山町の将来をみんなで考えよう」
◎住みやすい町、住み続けたい町、とはどんな町？

◎豊かな未来のためには？

フリートーク形式で行います。

町議会議員と楽しく語り合いましょう！

お気軽にご参加ください。

∼議員と語りませんか∼ 場所 基山町役場 ４階 委員会室

子
ど
も
議
会
速
報

私たちの提案 未来へとどけ！

９月30日（土）

に、議場にて基

山中学校３年生

の生徒の皆さん

が、議員役や町

長・町執行部役

となり、議会の

模擬体験を行い

ました。

詳しくは、12

月議会だよりの

特集で紹介しま

す。

※
こ
の
会
期
日
程
等
は
、
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年

第
４
回
基
山
町
議
会
定
例
会

会
期
の
予
定

12
月
５
日
︵
火
︶
～
15
日
︵
金
︶

一
般
質
問

12
月
６
日
︵
水
︶
～
８
日
︵
金
︶

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。




